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設問 1 

蛋白尿に関して正しいものを選べ 

① 尿定性検査での(－)であれば腎機能障害は認められない 

② 起立性蛋白尿は慢性腎臓病の発症のリスク因子である。 

③ 尿蛋白定性検査と尿蛋白定量検査では乖離が認められることがある 

④ Selectivity indexが 0.2以下なら高選択性とされ大分子の蛋白主体となる 

設問 2 

CKD患者に対する SGLT2阻害薬使⽤時における注意点（副作用）を選べ 

① 低⾎糖 

② 正常⾎糖ケトアシドーシス 

③ 急性腎障害（AKI） 

④ 尿路・性器感染症 

設問 3 

AKIと判定される病態（検査結果）を選べ 

① GFR＜60 mL/分/1.73 m2が 3ヵ月以上続く 

② 血清クレアチニンが 48 時間以内に 0.3 mg/dL以上上昇 

③ 尿量が 0.5 mL/kg/h 未満の状態が 6時間以上持続する 

④ 血清クレアチニンが 10日以内に基礎値から 1.5倍上昇 

設問 4 

腎前性 AKI と腎性 AKI を鑑別に有用とされる検査・反応性において、腎前性と判定する

結果を選べ 

① 補液への反応性良好 

② 多数の尿細管上皮細胞、顆粒円柱 

③ FENa＞1％ 

④ FEUN＞35％ 

設問 5 

薬剤性腎障害として急性腎障害を起こしうる薬剤を選べ。 

① シスプラチン 

② トスフロキサシン結晶 

③ ベンブロリズマブ 

④ プロピルチオウラシル 


